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相沢地区では活動拠点が少なく、アンケートの結果身近な活動拠点を希望する団体が多い状況のため、相沢の
北側に、地区を限定せず、どなたでも利用できる新たな活動拠点を運営ボランティアの育成と同時に開発する。

○認知症の当事者やそのご家族などが気軽に参加できるコミュニティカフェの「ほっこりカフェ」をボランティアグ
ループと咲くや愛成と共催して行う。
○カフェのボランティアのモチベーションや対応力向上のためのフォローアップ研修を行う。

□ 区からのコメント

平成31年度二ツ橋第二地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
○第四地区については、地域福祉活動が活発に進められている。その反面、高齢化も進んでいるた
め活動の担い手不足が課題で、支援が必要。さらに、地域の見守り体制の強化に向け支援を進めて
いく事が重要になっている。
○相沢地区は、やはり高齢化が進んでおり、個別支援のグループ「相沢助け合いの会」をより軌道に
乗せ、不足している活動の拠点づくりを進める事が重要になっている。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

○瀬谷第四地区の地域福祉活動の人材育成事業の　「よんたくん倶楽部」の支援をメンバーと倶楽部支援者であ
る連合
や地区社協の役員等が、共通の目的意識を持って地域活動に取り組むことができるように進める。

○第四地区「女性のボランティア」・相沢地区「助け合いの会」の事務局的な機能として運営支援を以下の通り行
う。
・定例会の開催支援
・包括職員との連携により、個別課題の共有や制度・専門職との連携が必要な場合迅速に協力できる体制づく
り。
○医療との連携が必要でかつ地域での見守りも必要なケースを抽出して、個別レベル地域ケア会議を実施する。
○地域での見守りに関する連携会議「地域の見守りについて語ろう」を自治連合・民生委員・地区社協各会長とケ
アマネジャーを一同に介して実施し、見守りの重要性についての地域啓発の一助とする。
○「せや八福札」の出張受付等の機会を利用し地域でのさりげない近隣の普段からの声掛けや見守りの大切さを
啓発する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者
実績
（人）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用者
実績
（人）

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

・介護保険法の関係法令に従い、当該担当地域内に居住する利
用者に対し、可能な限り居宅においてその有する能力に応じて、
自立した日常生活が営めるよう支援します。

介護保険法の目的に添い、利用者が可能な限り居宅で自立した
生活が営めるよう支援をし、利用者とその家族の身体的、精神的
負担が軽減できるようケアプランを作成します。

○管理者1名（常勤兼務）○主任ケアマネジャー（常勤兼務）○保
健師1名（常勤兼務）○社会福祉士1名（常勤兼務）○ケアマネ
ジャー1名（非常勤専従）

○管理者 　１名（常勤兼務）
○介護支援専門員　　５名（常勤兼務１名、非常勤
専従４名）

平成31年度二ツ橋第二地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

関係行政機関、地域の福祉保健関係者・医
療・福祉サービス、ボランティア団体等との綿
密な連携を図り、多様な事業者から総合的か
つ効率的にサービスが提供されるように調整
し、常に利用者の選択を重視した対応を行い
ます。

関係法令などに基づいた対応を行い、マニュアルなどに
即した対応を致します。事故発生時、市町村・利用者家族
に速やかに連絡し、必要な措置を図ります。賠償すべき事
故の場合、損害賠償の対応をします。個人情報保護につ
いては、「個人情報の保護に関する法律」やガイダンスを
遵守し、適切な取り扱いをします。個人情報の外部への
情報提供に関しては、あらかじめ、文書で利用者・利用者
家族に同意を得ることとします。



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
19,936,000 19,936,000 19,936,000 横浜市より

0 0

0 0 0

0 0

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

⾃動販売機⼿数料 0 0

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

0 0 0

19,936,000 0 19,936,000 0 19,936,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,716,000 0 10,716,000 0 10,716,000

9,185,000 9,185,000 0 9,185,000

0 0 0

136,000 136,000 0 136,000

0 0 0

279,000 279,000 0 279,000 ハマふれんど

0 0 0

1,116,000 1,116,000 0 1,116,000

1,415,000 0 1,415,000 0 1,415,000

0 0 0

588,000 588,000 0 588,000

10,000 10,000 0 10,000

80,000 80,000 0 80,000

450,000 450,000 0 450,000

67,000 0 67,000 0 67,000

横浜市への⽀払分 0 0 0

その他 0 0 0

200,000 200,000 0 200,000

0 0 0

20,000 20,000 0 20,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

568,000 0 568,000 0 568,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

526,000 526,000 0 526,000

6,197,000 0 6,197,000 0 6,197,000

0 0 0

1,241,000 0 1,241,000 0 1,241,000

電気料⾦ 0 0 0

ガス料⾦ 0 0 0

⽔道料⾦ 0 0 0

2,114,000 2,114,000 0 2,114,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

1,368,000 0 1,368,000 0 1,368,000

空調衛⽣設備保守 0 0 0

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 0 0 0

害⾍駆除清掃保守 0 0 0

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,040,000 0 1,040,000 0 1,040,000

0 0

1,040,000 1,040,000 0 1,040,000

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

19,936,000 0 19,936,000 0 19,936,000

0 0 0 0 0

526,000 526,000 0 526,000 自主事業への参加料等

526,000 526,000 0 526,000 自主事業経費

0 0 0 0 0

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

平成31年度　「二ツ橋第二地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収⼊合計

その他（施設使⽤料相当額 法⼈負担分）
その他（提案時控除     法⼈負担分）

⾃主事業収⼊
雑⼊

科⽬

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

指定管理料
利⽤料⾦収⼊
指定管理料充当 事業

⼿当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科⽬

⼈件費

⽀出の部

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

振込⼿数料
リース料
⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当 事業

地域協⼒費
その他

清掃費
修繕費

光熱⽔費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（ ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）

⾃主事業収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

当該施設分
ニーズ対応費
⽀出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

23,722,000 23,722,000 23,722,000 横浜市より
152,000 152,000 152,000 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より
0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

⾃動販売機⼿数料 0 0 0

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

29,666,000 0 29,666,000 0 29,666,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,343,000 0 25,343,000 0 25,343,000

19,607,000 19,607,000 19,607,000

0 0

3,171,000 3,171,000 3,171,000

0 0

46,000 46,000 46,000 ハマふれんど

0 0

2,519,000 2,519,000 2,519,000

1,632,000 0 1,632,000 0 1,632,000

200,000 200,000 200,000

176,000 176,000 176,000

20,000 20,000 20,000

200,000 200,000 200,000

250,000 250,000 250,000

0 0 0 0 0

横浜市への⽀払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

250,000 250,000 250,000

0 0

40,000 40,000 40,000

0 0

30,000 30,000 30,000

0 0

0 0

30,000 30,000 30,000

436,000 436,000 436,000

1,516,000 0 1,516,000 0 1,516,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

422,000 422,000 422,000

152,000 152,000 152,000

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,175,000 0 1,175,000 0 1,175,000

0 0 0 予算：指定額

300,000 0 300,000 0 300,000

電気料⾦ 0 0 0

ガス料⾦ 0 0 0

⽔道料⾦ 0 0 0

400,000 400,000 400,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

319,000 319,000 319,000

0 0 0 0 0

空調衛⽣設備保守 0 0

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害⾍駆除清掃保守 0 0

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 0 0

0 0

30,000 30,000 30,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

29,666,000 0 29,666,000 0 29,666,000

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

指定管理料（包括）

平成３１年度　「二ツ橋第二地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料（介護予防）
指定管理料（⽣活⽀援）

社会保険料

⽀出の部

利⽤料⾦収⼊
指定管理料充当事業（包括）
指定管理料充当事業（介護予防）
指定管理料充当事業（⽣活⽀援）
⾃主事業収⼊
雑⼊

その他（提案時控除     法⼈負担分）

収⼊合計

科⽬

⼈件費
本俸

健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦

⼿当計

その他
事務費

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当⾦繰⼊額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料

建築物・建築設備点検

振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

事業費
協⼒医
指定管理料充当 事業（包括）
指定管理料充当 事業（介護予防）

指定管理料充当 事業（⽣活⽀援）

管理費

当該施設分

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（     ）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分

管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

⽀出合計
差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出
⾃主事業収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊

光熱⽔費



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

4600 4600 22000 22000 0 0

5200 0 0 750 0 750 0 0 0 0 0 0

介護予防ケアマネジメント費 0 750 750 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

9800 0 9800 22750 0 22750 0 0 0 0 0 0

1,900 1900 17,394 17394 0 0

0 80 80 0 0

100 100 450 450 0 0

0 0 0 0

6800 0 6800 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 6800 6800 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

8800 0 8800 17924 0 17924 0 0 0 0 0 0

1000 0 1000 4826 0 4826 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：二ツ橋第二地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）



【提出用】資料９平成31年度　自主事業計画書・報告書.xlsx

二ツ橋第二地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

平成31年度　自主事業計画書・報告書

9 歌って笑ってショー
タイム

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

昨年度実施した本講座は定員を超えるほど
の申し込みがあり、歌や音楽に対する需要が
高いことが分かった。一方相沢地区では介護
予防の活動団体が少ない。
相沢地区内において音楽の介護予防グルー
プを自主化することを念頭に開催する。

・ボイストレーナーによる喉を傷めな
い歌い方講座
・言語聴覚士による口腔ケア講座

11月頃開催予定。

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

６５歳以上のエリア内の住民に対し、介護予
防の知識と実施方法について学ぶ機会を提
供する。講座後も住民自ら継続的に介護予防
の活動について取り組めるように地域の活動
団体の紹介を行う。

口腔、栄養、ロコモ予防をテーマに
した連続講座。１０～１１月頃開催予
定。

8 こつこつ元コツ
＠東野中コミスク

平成28
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

7 こつこつ元コツ
＠諏訪社

平成28
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

６５歳以上のエリア内の住民に対し、介護予
防の知識と実施方法について学ぶ機会を提
供する。講座後も住民自ら継続的に介護予防
の活動について取り組めるように地域の活動
団体の紹介や自主化を促す。

口腔、栄養、ロコモ予防をテーマに
した連続講座。１０～１１月頃開催予
定。

地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

専門職から尿モレの正しい知識や骨盤底筋
体操を学ぶ事で、健康増進と引きこもり予防
を目的とする。

ユニチャームによる講話
「生活の中で取り入れられる尿モレ
の予防方法・尿モレへの対処方法」
ＰＴ・ＯＴによる
「骨盤底筋群体操・全身運動」
７月開催予定。

6 尿モレ予防講座
平成29
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

5
　
地
域

5 民生委員とケアマ
ネジャー交流会

平成25
年度

２
　
包
括

7
　
そ
の
他

ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

民生委員とケアマネジャーの顔の見える関係
を構築するとともに、地域にあるインフォーマ
ル資源を知る機会とする。一人暮らし高齢者
などを地域とケアマネジャーを中心とした専門
職との見守り・連絡体制を構築していく。

一人暮し高齢者の事例を介して、連
携の必要なケースに対しての検討を
行っていく。

ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

地域に存在する見守りツールの上手に活用
し、地域での見守りに対しての意識啓発をし
ていく。

地域での見守りを行う上で、専門職
とどのように連携し、ツールなどをど
のように活用していくかを話しあい、
身近な地域での見守りについて検
討する場を設ける。4 地域の見守りツー

ルについて語ろう
平成30
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1 介護者のつどい
「ふれあい」

平成27
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

現在介護されている方・介護経験のある方・
介護に興味のある方に対し、心身のリフレッ
シュ、介護者同士の交流や介護に役立つ情
報提供を行うことで、孤立することなく元気に
介護が続けられるよう支援する。

介護者へ役立つ情報を提供。年3
回。

3 ケアマネジャースキ
ルアップ講座

平成29
年度

２
　
包
括

6
　
事
業
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアマネジャーのスキルの向上を目指す。 介護保険内外のサービス事業所と
の交流会やインシデントプロセス方
式による事例研究・医療従事者との
連携を目的とした講座の開催。
（２ケ月に１回程度不定期）

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

エンディングノートを始め、権利擁護にまつわ
る内容の講座を開催することで、自分や家族
の老後について考え、これからの人生を自分
らしく生きることができるよう支援する。

エンディングノートを始め、権利擁護
にまつわる内容で3回程度の連続講
座。

2
権利擁護事業
「元気なうちから老
いじたく」

平成28
年度

２
　
包
括

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年
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番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

地域で活動されているサロン・配食ボランティア・自治会等を
対象に以下の項目を目的とした連続講座を行う。
・ボランティア活動への意欲向上
・スキルアップ（今後の活動で活かせる体操や栄養の知識な
ど）
・ボランティアを行うきっかけ作り
・ボランティア同士の交流をすることでのネットワーク構築を図
る

以下のをテーマとし、連続３～４回講座で開催。
①リスクマネジメント
②接遇や対応、コミュニケーションに関する講座
③地域活動と専門初稿との連携
④介護予防の人材育成

22 ボランティアカフェ
平成26
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

21 ほっこりカフェ
平成29
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

高
齢
者

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

誰もが通える居場所づくりを目的に、認知症カ
フェの機能を持たせたコミュニティカフェを開
催。

毎月第二木曜日13時半～15時半に
開催。8月と1月はお休み。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

新しくボランティアを始める方々を対象に開催
する。またよこはまシニアボランティア事業の
紹介を行う。

区内ケアプラザやボランティアセン
ター等と連携しながら行う。
9月頃の開催を予定。20

ボランティアデ
ビュー
講座

平成30
年度

５
　
共
催

（
１
と
３

）

5
　
地
域

19 カローリング交流
会

平成24
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

区内ケアプラザとスポーツセンター共催事業。
カローリングのゲームを通して瀬谷区民同士
の交流と元気づくりを行うことと、自主グルー
プ「二ツ橋第二カローリング」のモチベーション
向上を目的とする。

スポーツセンター事業と合同での開
催となるため、3月頃に開催予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

異世代間交流を目的とした講座・イベントの開
催。
地域子育て支援拠点や保育園などとの連携
して行う。お菓子づくりやスポーツ等を通じて
交流を図る。

11月頃を予定。
内容はスポーツやお菓子作りを通じ
た交流を予定。18 異世代交流イベン

ト
平成31
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

17 障害理解啓発講座
平成31
年度

４
　
共
催

（
１

と
２

）

5
　
地
域

地域住民が障害について正しく理解し、障害
がある方が住み慣れた地域で安心して暮らせ
る地域づくりと、障害分野の各種制度や相談
機関の普及啓発を進める。

担当エリアの両地区と相談しなが
ら、内容や時期は決定する。
概ね9月以降となる予定。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

保育園・地域子育て支援拠点との共催事業。
親子遊びの講座を通じ、地域の親子が保育
園などの子育て支援施設を気軽に利用・相談
できる施設となることを図る。

保育士が講師となって、親子のふれ
あい遊びを行う。
1月下旬に開催予定。

16 親子でぎゅーっとス
キンシップ

平成24
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

15 貸館登録利用団体
交流会

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

貸館利用登録団体を対象に、団体同士の交
流やケアプラザからの伝達事項を行う場とす
る。

団体同士が交流し、他の活動に関
心が持てる内容とする。
2月頃の開催を予定。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアプラザに馴染みのない世代を対象に、運
動を中心とした連続講座を行い、効果測定等
を設け運動の必要性を感じていただく機会と
する。

運動を中心としたプログラムを10月
～11月頃に実施を予定。

14 住民向け健康講座
平成29
年度

４
　
共
催

（
１
と

２

）

5
　
地
域

13 ボランティアのつど
い

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

瀬谷区内で活動しているボランティアの活動
発表と交流を行い、区民への活動の周知とボ
ランティア同士の連携を深めること目的とす
る。

3月の開催を予定。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

せやまる・ふれあい館６館共催のお祭り。ケア
プラザでは、地区内で活動されているボラン
ティアや貸館登録団体の交流・発表の場を目
的とする。

12月初旬に開催予定。
なお昨年度まで参加していた、横浜
市多機能型拠点こまちの参加につ
いては未定。

12 せやまる・ふれあい
祭り

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

11 音の駅
平成27
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

瀬谷区の地域活動交流事業として行い、区内
各ケアプラザで実施する。誰もが気軽に参加
できるコンサートを地域の施設で行うことによ
り、施設との連携強化と地域住民が活用でき
る地域活動拠点開発を目的とする。

区内ケアプラザそれぞれで年間計5
回の開催とする。二ツ橋第二地域ケ
アプラザでは7月に開催、会場につ
いてはエリア内の障害関係施設を
予定している。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

三ツ境養護学校に通う重度心身障害児を対
象とした余暇支援プログラム。親・子・ボラン
ティアが交互にふれあい支え合うコミュニティ
づくりと、障害支援ボランティア育成を目的を
とする。

学校の夏季休暇（7月）と春季休暇
（3月）に開催を予定。
内容としては、音楽や簡単なスポー
ツを中心とした交流プログラムを予
定。10 みーとすまいる

平成24
年度

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者
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